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課題設定に至るまでの経緯

実際に

小・中学生に話を

聞く

現場の教員から

話を聞く

文献や資料から

情報を集める

３つのグループに分かれて、根拠となるデータ集め



課題の裏付けとなるデータ

東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所
「子どもの生活と学びに関する親子調査」より 出典



課題設定に至るまでの経緯

逆に国語は
上がっている

岩手県は
４６位

数学が急激に
下がってる



課題の裏付けとなる根拠

数学が好きか嫌いかだと嫌いが多い

・解き方がわかると簡単
・解けたときは好きだと感じる

・面白くない
・点数が悪い

数学を学ぶことの必要性があると思っていて、
数学が得意になりたいと思っている



課題解決の糸口となる仮説



わたしたちの思い描く未来



学びを支援する「数学フェスティバル」

楽しもう
数学

深めよう
数学

遊びから
学びへ



イベントを通して感じてほしいこと

数学の楽しさ
を実感

達成感と充実感で
前向きな気持ちに

じっくり没頭して
学ぶことの楽しさ

仲間と協力する
ことの大切さ



対話する

•対話を通して

異なる価値観、

新しい発見、

気づきを得る

見方を変える

•物事を様々な

角度から見て

新しい気づき

を得る

共有する

•出来た所、出

来なかった所

など自分の知

識を共有する

ことが大事

イベント全体のゴール



学びを支援する「数学フェスティバル」



検証結果（楽しもう数学）
質問➀ 数学が楽しいと感じるか

5 4 3 2 1

〈事後アンケート〉

5 4 3 2 1

〈事前アンケート〉

15人

5人6人

3人

11人

●５とても感じる
●４感じる
●３普通
●２あまり感じない
●１感じない

＊アンケート対象 20人

３０％
７５％



質問➁ 勉強に向かう姿勢について

•粘り強く、諦めないで問題を解く

•苦手だと思わず、たのしむ気持ち
で積極的に取り組む

•一つの考えだけにとらわれず、
いろいろな考え方に目を向けて
問題を解く

〈事後アンケート〉

・わからないときに諦めてしまう時
がある

・難しくてきらい、やる気が出ない

・難しいと決めつけて諦める

〈事前アンケート〉



アンケート結果（深めよう数学）

数学の楽しさ
を実感

達成感と充実感で
前向きな気持ちに

じっくり没頭して
学ぶことの楽しさ

仲間と協力する
ことの大切さ

質問した項目
事前 事後

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １

数学が好きだ ０ ２ ４ ２ ２ ３ ３ ０

数学に関係なく、問題を解くのは好きだ ０ ３ ２ ３ １ ４ ３ ０

公式や法則を覚えるのは面倒だ ４ ３ ０ １ ０ ５ １ １

問題が解けないとすぐ諦めがちだ
（解けなくても諦めずに考えてみたい）

０ ３ ４ ０ ７ １ ０ ０

話し合って問題を解くのは楽しい ４ ４ ０ ０ ６ ２ ０ ０

（数学ができるようになった気がする） ５ ２ １ ０

そう思う ４ ⇔ １ そう思わない （計７）



イベントを通して気づいたこと

【企画書作成】

・根拠や対象、ゴールを明確にすること

・「高校生だからできること」を考えること

【準備〜本番】

・それぞれの問題の価値付け部分や、イベント全体を通して何を

学んでほしいかをしっかり考え、それを相手に伝えること

・一人ひとりの強みを活かし、お互いの役割を認識した上で、協

力して進めること



１年を通して気づいたこと

『課題が明確でないと始まらない！』

課題の設定 解決法の考察 行動を起こす

（数学力の低下）

そもそも「数学力」とは？



１年を通して気づいたこと

『意味付けを行う！』

行おうとしている活動/企画に意味はあるか
課題解決に貢献出来るのか

を熟考

意味付けをしないと、解決したい課題がブレてしまうことも

ex）「数学を好きになってもらう」 ために 「問をひたすら解かせる」
⇒「数学の成績が上がる」 かもしれないが 「数学が好きになる」 線は薄い



ご清聴ありがとう
ございました
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